
～今月の花木～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野 崎 造 園 新 聞 
２０１５年６月号 

タイサンボク  泰山木 

モクレン科・常緑高木・北アメリカ原産 

花がデカイ！初夏に咲く白い花は径 20 ㎝前後に

なるが、見逃してしまう事が多い花である。 

第 79号 

 

練馬営業所 
練馬区関町北 4-16-24-101 

Tel 03-5927-0339 

 

さいたま営業所 
さいたま市桜区 

下大久保 1127-1-204 

Tel 048-851-6418 

 

「
勝
負
の
時
・
や
め
時
」
、

「
買
い
時
・
売
り
時
」
な
ど
、

人
は
誰
し
も
時
を
意
識
し
物

事
を
判
断
し
て
実
行
に
移
し

な
が
ら
日
々
生
活
を
し
て
い

ま
す
が
、
植
物
も
そ
れ
ぞ
れ

時
を
捉
え
て
生
活
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

植
物
と
い
う
大
き
な
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
中
で
も
、
春
に
花

の
咲
く
も
の
、
秋
に
咲
く
も

の
な
ど
、
種
類
に
よ
っ
て
花

の
咲
く
時
は
か
な
り
異
な
り

ま
す
。
適
当
に
気
分
で
春
に

咲
い
た
り
秋
に
咲
い
た
り
し

て
い
る
訳
で
は
な
く
、
理
由

が
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多

く
の
植
物
は
花
を
咲
か
せ
結

実
し
、
種
子
を
広
く
散
布
す

る
こ
と
で
繁
栄
し
子
孫
を
残

し
ま
す
。
そ
の
事
を
最
も
安

全
か
つ
効
果
的
に
出
来
る
よ

う
、
様
々
な
種
類
の
植
物
が

そ
れ
ぞ
れ
の
開
花
・
結
実
の

時
を
捉
え
、
時
期
を
ず
ら
し

な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。 

も
し
、
同
時
期
に
あ
ま
り

に
も
多
く
の
種
類
の
花
が
一

遍
に
咲
い
て
し
ま
う
と
花
粉

を
運
ぶ
虫
や
鳥
の
働
き
も
分

散
し
て
し
ま
い
、
受
粉
率
の

低
下
や
動
物
に
と
っ
て
も
あ

る
時
期
は
食
べ
物
が
有
り
余

り
、
無
い
時
期
は
全
く
無
い

な
ど
、
生
態
系
に
も
不
都
合

が
生
じ
る
気
が
し
ま
す
。 

植
物
は
生
き
延
び
て
い
く

上
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
何

か
、
進
化
の
過
程
で
そ
れ
を

達
成
す
る
た
め
の
時
を
知

り
、
生
活
し
て
い
ま
す
。
し

か
も
最
も
リ
ス
ク
が
少
な
く

上
手
く
い
く
よ
う
な
仕
組
み

を
持
っ
て
い
ま
す
。
果
た
し

て
私
た
ち
人
間
は
…
、
ど
う

も
目
先
の
損
得
に
惑
わ
さ

れ
、
時
を
誤
り
失
敗
す
る
事

の
方
が
多
い
生
き
物
に
思
え

て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。 

時 

と 

植 

物 

 

６
月
１０
日
は
「
時
の
記
念
日
」
で
す
。
時
間
を
守
る
、
大

切
に
す
る
と
い
う
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
時
を
知
り
、
時
を

捉
え
て
生
活
す
る
植
物
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
。 

☝トケイソウの由来は、花の形が時計みたいだから（本文とは関係ありません） 
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時の記念日の由来 

 天智天皇が６７１年６月１０日に漏刻(水時計)を用いて人々

に時を知らせたことに由来します。但し、時の記念日制定の

きっかけになった出来事は大正９年（1920 年）に文部省主催

で行われた「時の展覧会」が発端となっています。この展覧

会は「人々が時について考え、生活の改善の助けになる事」

を目的に開催されました。当時、この展覧会を熱心に援助し

ていた政官界の有力者を役員とした「生活改善同盟会」が、

衣食住をはじめ社会生活の近代化推進の流れのなかで、特

に時間厳守、時間割による行動規律、時間を節約すること

による効率性の向上が近代生活の基本と位置づけ、制定す

る運びとなりました。 

 下の写真は生活改善同盟会が配布した当時のビラにな

り、由緒ある日を記念して一層時間を尊重し、定時を励行致

したい云々とありますが、現在でも当たり前に出来ているの

か、今一度見直し、確認したい項目でもあります。 

といっても、歩いたり走ったり

する訳では、ありません。 

❀
発
芽
の
場
所
と
時
― 

も
う
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
タ
ネ
の
発
芽
の
三
条

件
を
小
学
校
で
教
わ
っ
て
い

た
ら
し
く
、「
適
切
な
温
度
、

水
、
空
気
（
酸
素
）」
と
教
わ

っ
て
い
ま
す
。
実
験
で
は
こ

の
三
条
件
で
タ
ネ
は
発
芽
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
実
際
に
は
自
然
界
の

多
く
の
タ
ネ
は
こ
の
条
件
だ

け
で
は
発
芽
し
ま
せ
ん
。 

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
三
条
件

の
中
に
「
光
が
当
た
る
こ
と
」

と
い
う
条
件
が
入
っ
て
い
な

い
か
ら
で
す
。
も
し
、
光
の

当
た
ら
な
い
所
で
発
芽
し
て

し
ま
え
ば
、
そ
の
後
の
運
命

は
、
明
る
い
も
の
で
は
無
い

こ
と
は
察
し
が
つ
き
ま
す
。 

発
芽
後
の
芽
生
え
は
、
し

ば
ら
く
の
間
は
タ
ネ
に
貯
蔵

さ
れ
て
い
る
養
分
に
よ
り
成

長
で
き
ま
す
が
、
そ
の
後
、

芽
生
え
は
光
合
成
を
し
て
、

自
分
で
養
分
を
作
っ
て
い
か

な
く
て
は
、
や
が
て
枯
れ
て

し
ま
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
光
の
当
た
る

場
所
に
落
ち
な
か
っ
た
タ
ネ

は
…
安
易
に
発
芽
せ
ず
、
環

境
の
変
化
等
に
よ
り
、
光
が

当
た
る
環
境
に
な
っ
た
時
を

察
知
し
て
か
ら
発
芽
し
ま

す
。
遺
跡
な
ど
か
ら
発
掘
さ

れ
た
タ
ネ
の
中
に
は
何
百
年

何
千
年
も
の
時
を
経
て
、
日

の
目
を
見
て
発
芽
す
る
も
の

が
あ
る
位
、
辛
抱
強
く
そ
の

時
を
待
っ
て
い
る
の
で
す
。 

❀
発
芽
の
時
期
― 

 

さ
て
、
発
芽
の
三
条
件+

光

の
環
境
が
整
っ
て
い
て
も
、

発
芽
し
な
い
植
物
の
タ
ネ
は

数
多
く
あ
り
ま
す
。
秋
に
結

実
す
る
植
物
の
タ
ネ
が
こ
の

性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。
何

故
秋
に
発
芽
し
な
い
の
か
、

芽
生
え
て
も
冬
の
寒
さ
で
枯

れ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
こ

れ
ら
の
タ
ネ
は
冬
の
通
過
を

確
認
す
る
た
め
「
寒
さ
」
を

感
じ
ま
す
。
土
の
な
か
で
冬

の
通
過
を
確
認
し
、
こ
の
先

生
き
て
行
け
る
時
が
来
る
の

を
待
っ
て
い
る
の
で
す
。 

❀蕾をつくりだす時を計る ～シソの例～❀ 

 刺身についてくる大葉ともよばれる「シソ」は、夜の長さを葉で感じて

９時間４５分を超えると蕾をつくりますが、９時間３０分ではつくらない

事が知られています。 

 夏至を過ぎ、夜の長さが長くなることを感じたシソは、この先寒い季節

がやってきて、冬は越せない事を知っていて、タネというかたちで子孫を

残して、次の世代につなげる術を身につけているのです。 

 露地で育てたシソは蕾をつけ花を咲かせタネをつくるために栄養が使わ

れるため、秋には葉の美しさが失われ、冬には枯れてしまいます。 

食用として１年中青々とした香りのよい葉を手に入れるのには、寒さを

避け温室で栽培するのはもとより、蕾をつけ花を咲かせると葉の品質が低

下するため、シソに蕾をつけさせないよう、昼間と思わせる時間を長くす

るため、夜間に照明をして長い夜を与えない、電照栽培をしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～当社では障害者、親と暮らすことが出来ない子供たちの施設（社会福祉法人）に皆様から頂いた書類の使用済み切手等を使い、支援活動をしています～ 

或る時間になると咲いたり、閉じたりする時間で動く植物の例… 

水やり、やり時 

 水不足、またはやり過ぎで植物を枯らして

しまう事は多く、簡単な作業のようですが、

「水やり１０年」とも言われ、難しい一面が

あります。基本的なポイントとして、 

①土が乾くのを待って、たっぷりやる 

  見かけの表面だけ乾いていても、土中が

湿っている場合、土中が乾いてから水をや

る。特に鉢植えでは、鉢内に古い水が滞留

していると、根腐れの原因となる。また、

少量の水では湿っているのは表面だけとな

り、土中は乾燥したままになる事が多い。 

②水やりの時刻は朝早くか夕方である 

  日差しが強く高温時の水やりは、まかれた

水が土中にしみこむ前にかわいてしまう。 

  また、昼間の水やりの弊害として、土中

の水分を吸い上げる事がある。暑いときに

表土を湿らせると、蒸発する際に土中の水

分を毛細管現象で上に引き上げ蒸発させる

作用がはたらき、水やりしたにも関わらず、

土中の水分がなくなってしまう。 

①②のポイントは正しいのですが、100％失敗

しないというものでもなく、植物の表情や生

育特性から、水やりの量とやり時を決め、植

物たちに喜んでもらえる水やりが出来るよう

に、なりたいものです。 

ネムノキとオジギソウ 

 共にマメ科の植物で、ネムノキは日本に自生する

落葉高木です。オジギソウはブラジル原産の多年草

（日本の本州以北では、寒さで冬に枯れてしまうこ

とが多く、一年草として扱うことが多い）です。 

 葉の形がよく似ており、初めてネムノキの葉を見

たとき、さわれば葉を閉じるオジギソウかと思い、

さわってみましたが、閉じませんでした。今でも（ネ

ムノキの葉を）さわっても閉じないのは分かってい

るのですが、ついつい、さわってしまいます。 

 ともに、夜になると葉を閉じ垂れ下がる性質があ

り、このことを就眠運動とよびます。 

☝ネムノキ    初夏に薄紅色の細い糸でつ

くったような独特な形の花を咲かせる。明るい

場所に生える先駆性樹木（伐開跡地などに真

っ先に生える木）の一種でもある。 

☝オジギソウ（写真左は昼間、写真右は夜間）    明るさに関係なく、約１２時間周期で、葉の開閉運動を繰り

返している。オジギソウがお辞儀をする前に、仕事を切り上げたいものである。といっても、オジギソウの葉が開

いている約１２時間仕事をするのも、何だか辛い気もいたしますが・・・ 

☝アサガオ   朝には咲いているが、朝日と

共に咲くのではなく、日没後から約１０時間後に

咲くことが知られている。日が短くなるころは、日

没から約１０時間後の真夜中から咲いている。 

☝ハゼラン   夏から秋にかけ、午後３時ごろ

から花が咲きだすため、別名「三時草」ともよばれ

る。南米原産で栽培用に日本へ持ち込まれたも

のが野生化して道端等で見かけることが出来る。 

夕方 昼間 

夜 

オシロイバナ 

カラスウリ 

オシロイバナは英語で「フォー・オクロック」といい、４時ごろ咲くとされ、日本では夏の

夕方６時ころから咲きます。原産地はメキシコで江戸時代に渡来したとされ、生育旺盛

で、こぼれ種でもよく増えるため、現在ではあちこちで野生化しています。 

カラスウリの花は日没後に咲き、翌朝には萎んでしまう、一日花です。夜に花が咲く事

や秋の朱色の実が特徴的な、中国・台湾・日本に自生する、つる性の多年草です。 

花が夜に咲くため、夜行性のスズメガなどにより花粉を運んでもらいます。夜に花を咲

かせることで目立ち、差別化することで競争に勝つ生き方をしているような気もします。 

翌朝 


